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が位置 して い る 1 9 番染色体を, 平均 1 c M 間隔の

マイ ク ロ サ テ ライ ト マ ー カ ー で解析 した結果に つ

い て報告する .
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F c γ レ セ プタ
ー (F c γ R) は, 1 q 2 3

-

2 4 に cl u s -

t e r を形成 する 免疫グ ロ ブリ ン G (Ig G) F c 領域

と結合する細胞表面分子で あり, 液隆一細胞性免

疫の橋渡 しをす る免疫応答制御因子で ある . 歯周

炎で は, 細菌感染により血清
･ 菌周組織局所で の

Ig G 産生 が克進 して おり I g G - F c γR を介 した機

能は生体防御 で重要で ある . それ故, 3 種の 機能

的 F c γR 遺伝子多型 ( F c γR - Ⅱ A - R / H 13 1 ,
- 班

A - 15 8 V / F ,
- Ⅲ B - N A l/ N A 2) は歯周炎感受性

を規定する可能性が考えられ る .

演者ら の 研究結果で は, 歯周炎の 早期発症性は

聖辻旦
_
二遡旦
_
遺伝王が関与 し, 蘭周炎重症度 は主 に

F c R - ⅢA 遺伝子が 関連する こ と が判明 した . ま

た , 菌周治療後の 再発性は F c 良
- ⅢA

,
- Ⅲ B 両

方の 遺伝子との 関連が認 め られ た . 更に , I g G -

F c γR を介 した機能は歯周炎だけで なく全身性
エ

リ テ マ ト
ー デス ( S L E) の 病因に も関与し て お

り, F c γR - I A 遺伝子が S L E と歯周炎の 共通 リ

ス ク遺伝子 であ る可能性が示唆され た .

今後は , イ ン ベ
ー ダ ー 法に よる 5 0 種 の 遺伝子

多型解析により, 疾患感受性の候補遺伝子 ア プロ

ー

チを更に進め て い きた い .
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